
 

１．はじめ

 サウジア

（メッカ）

のイスラム

ー（お祈り

（お祈りを

となり、多

ル・豚肉を

ラビアには

や顔を隠す

けて外出す

たり、感じ

を持ったり

 ジェッダ

えてきた。

を続ける街

き、暮らし

 一般的な

れているが

夏は 40℃を

 公用語は

で通じる。

２．サウジ

 ジェッダ

ても一番安

めに・・・ 

アラビア王国

とマディナ

ム教諸国より

）の時間に

をつげる放送

多くの人がモ

をはじめ宗教

は持ちこむこ

すために、黒

する。このよ

じたりするこ

していた。

ダはアラビア

現在は多く

街には欧米式

している。人

な治安はイス

が、気候は高温

を超える日が

はアラビア語

アラビア語

ジアラビアで

ダに住む日本

安全であり、

イス

国は、イスラ

ナ（メディナ

も戒律が厳

になると、街

送）で包まれ

モスクに足を

教上禁止され

こともできな

黒いアバヤと

うな日本とは

とができる

 
半島の西側

の国際機関や

式のショッピ

人口はおよそ

ラム教の教

温多湿で、ジ

が多く、湿度

語であるが、多

圏の人々同士

の生活に関

本人の多くは

コンパウン

スラム教の

ム教の２大

ナ）を有する

厳しい。一日

街中が大音量

れ、全ての店

を運ぶ。また

れているもの

ない。女性は

呼ばれる衣

は大きく異な

ので、日本人

に位置し、紅

や金融機関が

ングモールや

350 万人にも

えによる厳罰

ジェッダは一

度も高くなる

多様な民族が

士はアラビア

わって・・

、外国人集合

ド内ではイス
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の国サウ

大聖地マッカ

ため、周辺

５回のサラ

量のアザーン

店は一時閉店

た、アルコー

のはサウジア

は体のライン

衣装を身につ

なるイスラム

人学校に通う

紅海に面して

が本拠を置く

や大規模スー

もなり、首都

罰主義等が抑

一年中気温が

ため、外で

が共に生活し

ア語で会話し

あるが

くこと

が多く

 また

的豊か

外に土

街でも

的建造

様々な

いこと

 

・ 

合住宅（コン

スラム教の制

ウジアラ

前ジェ

釧路市

ン

店

ー

ン

ム教の習慣や

う子どもたち

ているためマ

く活気ある経

ーパーが次々

都リアドに次

抑止効果とな

高い。冬は比

の活動が制限

しているとい

しているので

が、この地で

とはできない

くいる。 

た、海水淡水

かで、市内の

土漠が広がる

もある。厳格

造物と野外ア

な顔を持つジ

とが多く、新

ンパウンド）

制約に縛られ

ビア 

ェッダ日本人

市立朝陽小学

や文化は、生

ちも自然と疑

マッカ、マデ

経済都市にも

々と建設され

次ぐ大都市と

なり、欧米諸

比較的すごし

限されてくる

いうこともあ

で、アラビア

で働き、生活

いが、話すこ

水化プラント

の至る所に熱

る土地とは思

格さと寛容さ

アート、生命

ジェッダでは

新しい発見も

に住んでい

れることもな

人学校 教諭

学校  教諭

生活のあらゆ

疑問をいだい

ディナの玄関

もなってきて

れ、多様な民

となっている

諸国に比べ良

しやすい気候

る。 

あり、英語が

ア語しか通じ

活するために

ことはできる

トにより生活

熱帯性の植物

思えない緑豊

さ、伝統と近

命豊かな紅

は、日本では

も多くある。

いる。警備の

ないので、比

諭     

諭 松本孝也

ゆる部分で見

いたり、関心

関口として栄

ている。成長

民族が共に働

る。 

良いと考えら

候となるが、

が多くの場所

じないことも

に“英語を書

る”という人

活用水は比較

物が繁り、郊

豊かな美しい

近代化、歴史

海と土漠等

は体験できな

 

の面から考え

比較的自由に

 
也 

見

心

栄

長

働

所

書

人

較

郊

い

史

等

え

に



 

生活するこ

ーマーケッ

あり、娯楽

ために活用

れているの

 しかし、

特に女性は

れる黒い衣

アバヤをま

このような

にショッピ

る。 

 生活必要

較的安価で

見ることが

醤油、レトル

品質も決し

ーパーにも

定期であっ

かった。し

前の方が、

日々の食事

ので、それ

いかと思わ

は、フィッ

手に入れる

 

３．イスラ

 イスラム

のがある。

と呼んでも

 

（１）ラマ

イスラム

ならない」

食事はもち

ぜ断食する

めだそうだ

そして「幸せ

という話を

ことも可能で

ットや幼稚園

楽施設がほと

用する人が多

ので、炊事や

コンパウン

は宗教上の制

衣装で身を包

まとうだけで

な服装なので

ピングにでか

要品の買い物

で購入するこ

がなかったが

ルトの味噌汁

して良いとは

も日本食が置

たため、なか

しかし、私が赴

種類も量も増

事は、米やパ

れらを使って食

われる。また

シュスーク

ことができ

ラム教の国 

ム教の教え『

毎年行われ

も過言ではな

マダン中の生

ム教の教典『

と書かれて

ちろん、水も

のか？それ

だ。学校現地職

せを感じてい

をしてくれた

ある。コンパ

などもある。

んどないサ

多くいる。室

や洗濯は、日本

ドから一歩外

約で肌を出す

包まなければ

でなく、頭や

、多くの人

かける。ショ

は、街に数多

とができる

、近年少し

汁、餅などを

いえなかっ

置いてあると

かなか欲しい

赴任した時

増えていたの

ン、野菜・果

食事を作る家

、海沿いに位

もあり、比較

た。 

六信五行』

るラマダン月

く、この時期

生活 

『コーラン』

ているので、

口にしない

れは、欲望をお

職員のアフメ

いる大人が、

。『断食＝つ

パウンド内に

。テニスコー

ウジアラビア

内も広く、ガ

本と同じよ

外にでると、

すことができ

ならない。ア

や顔も隠し、

は暑い日中は

ッピングモー

多くある大規

が、品質は時

日本食を置く

を見たことが

たりだ。韓国

ころがあった

いものが手に

よりも、帰国

のではないか

果物、肉が手

家庭が多いの

位置するジェ

較的新鮮な魚

の中に“断食

月の断食と、

期はジェッダ

には、「ヒジ

ラマダン月

どころか、唾

おさえるため

メド氏は、「ラ

、幸せを子ど

つらい・苦し
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には、生活に

ートやプール

アの中では、

ガスや水道、

うに行うこと

厳しい制約

きないため、

アラビア圏の

目だけを出

は家の中で過

ールなどは日

規模スーパー

時期によって

くスーパーも

があったが、や

国系のス

たが、不

に入らな

国する直

かと思う。

手に入る

のではな

ェッダに

魚介類も

食（サウム）

、ハッジ月に

ダの街も大き

ジュラ暦の９

の断食は“義

唾を吐き出す

め、そして飢

ラマダンの断

どもに分けて

しい』 と考

に必要なスー

ルなども豊富

余暇を楽し

電気も完備

とができる。

約が待ってい

アバヤとよ

の女性の多く

して外出す

過ごし、日没

日本と比較す

ーに行く。野

てさまざまで

もでてきてい

やはり値段は

”と“巡礼

に行われるマ

きく変化する

９番目の月は

義務”と言っ

すムスリム

飢えで苦しむ

断食を成し遂

てあげる。だ

考えていた私

ーパ

富に

しむ

備さ

 

る。

よば

くは

る。

没後

すると驚くほ

野菜や肉（も

であった。ま

いる。梅干し

は高価であっ

（ハッジ）”

マッカへの巡

る。 

は日中の飲食

っても過言で

（イスラム教

む貧しい人々

遂げることが

から子どもた

にとっては、

ｼﾞｪｯﾀﾞのｽｰ

ほど夜遅くま

もちろん豚肉

また、日本食

しやのり、み

ったり、見た

と呼ばれる

巡礼は、大き

食を完全に立

ではないと考

教徒）もいる

々の苦しみを

がとても幸せ

たちも幸せに

、『断食＝幸

ｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ 

まで開いてい

肉以外）は比

食はほとんど

みそ、たまり

た感じでは、

る特徴的なも

きなイベント

立たなくては

考えられる。

る。では、な

を共感するた

せなことだ」

になれる。」

幸福』という

い

比

ど

は

な

た



 

考えに大変

ラマダン

夜中まで営

時ごろまで

３割増し。

「昨日は何

リまで起き

アフメド氏

夜中に「な

さらに、

し柿に似た

配ってくれ

うと、その

物をくれる

ラマダン

ム」には『

できる月だ

にまで行か

うムスリム

アフメド氏

後に、EXTR

ーが続いて

ラマダン

になる。こ

どの人が新

のあちこち

月に新しい

このイード

おしゃれを

変驚かされ、

ン月の人々の

営業している

でしか仕事が

そして、夜遅

何時に寝たの

ていて、最後

氏も１２時に

なぜ寝ている

日没時に家

た食べ物）を

れた。少し「

の場で飲みつ

。この時間

ン中の店を見

『寛大』とい

だということ

かなくても、

ムが多く、サラ

氏に質問して

RA がある。」

ている事もあ

ンが明けると

これは、日本

新しいトーブ

ちで“新年の

い服を着る家

ドを迎えると

をしている子

断食には神秘

生活は大き

。（朝方日の

できないよ

遅くまで家族

？」と聞く

後？にご飯を

は寝ようとす

んだ？」と

家に向かうと、

配っている子

悪いなあ」

くす人もいた

は皆とても

見ると“ラマ

う意味があ

だ。また、

この時期は

ラーの時間や

みると、「ラ

と教えてく

った。 

、イードと

本の正月と似

ブ（アラビア

のあいさつ？

家が多いと思

、新しくき

子どもが街を歩

秘的な意味合

く変化する。

の出まで営業

うだ。日没直

族親戚で、友

と、「３時だ

を食べ、眠り

するのだが、

聞かれるとい

、交差点では

子どもを目に

と感じながら

た。コンパウ

良い笑顔、寛

ダン・カリー

り、ラマダン

「ラマダン・

使ってい

と話しか

ラマダ

００万人

ェッダの

いうニュ

ると、も

行ってみ

カの入り

日本語の

板があっ

サラー（お

や回数が普段

ラマダン中は

れた。午前

呼ばれるラ

ているとこ

圏の男性の

”を行って

われるが、イ

れいな服に

歩いている姿
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合いがとても

。日中は閉店

業する店もあ

直前に急いで

友人同士で会

だ。」と毎日言

につくらし

、毎日友人や

いうこと・

は、水とデイ

にした。無料

らも、ついつ

ウンドの入り

寛大な気持ち

ーム”という

ン月は神の恵

・カリーム」

いるというこ

かけると、笑

ダン中にマッ

人を記録した

の人口よりも

ュースを聞い

ものすごい数

みたいと思っ

り口には「イ

の文字も入

った。また、

祈り）を熱心

段よりも多か

は、最後のサ

前２時ごろま

マダン明け

ろがあり、

衣装）を着

いた。日本

イスラム社会

着替える。す

姿をよくみか

も強いもので

店している全

あるようだ。）

で家に向かう

会食を楽しむ

言っていたが

い。日本人学

や親せきが訪

・・。 

イツ（ナツメ

料で提供して

つい興味本位

り口にいる警

ちになるよう

う文字を多く

恵みをいつも

は「ラマダ

ことも聞いた

笑顔で答えて

ッカへの巡礼

たという新聞

も多い人間が

いたので、テ

数の人が巡礼

ったが、ムス

イスラム教徒

った看

マッカ

心に行

かった。

ラーの

でサラ

の休業

ほとん

て、街

でも正

会では、

すごく

かけた。 

であると感じ

全ての飲食店

現地の学校

うたくさんの

む。アフメド氏

が、多くのム

学校は通常授

訪ねてくると

メヤシの実を

ているものら

位でもらって

警備員も、日

うであった。

く目にする。

もの月よりも

ダンおめでと

た。実際に

てくれた。 

礼を行うムス

聞記事を目に

がマッカのカ

テレビ中継

礼を行ってい

スリム以外は

徒以外の立ち

ﾗﾏﾀﾞﾝ中

じさせられた

店は日没後に

校は午前授業

の車は、スピ

氏も毎朝眠そ

ムスリムが日

授業を行って

と言っていた

を干したもの

らしく、日本

てしまったが

日没後には、

 

アラビア語

もたくさん受

とう」に近い

「ラマダン・

スリムも多い

にすることも

カアバ神殿に

（サウジ国営

いた。私も一

は立ち入り禁

ち入りを禁じ

の深夜の繁華

た。 

に開店し、真

業。会社も３

ピードも２割

そうだった。

の出ギリギ

ていたので、

た。そして真

の。日本の干

本人の私にも

が、水をもら

笑顔で食べ

語の「カリー

受けることが

い意味合いで

カリーム」

いようで、４

もあった。ジ

に集まったと

営放送）を見

一度マッカに

禁止で、マッ

じる」という

華街

真

割

ギ

真

干

べ

ー

で

ジ

見

に



 

（２）ハッ

 「ハッジ

ッジャ）に

る。ムスリ

ッカを訪問

ムが集まっ

 ジェッダ

大にぎわい

近くにある

・人・・・

うとのこと

 では、マ

たところ、

に到着した

い２枚の布

次にカーバ

８日目には

着するが、

「アラファ

あり」と唱

１０日目に

た３本の柱

その後、巡

いうことだ

だ。経済力が

そのままジ

まりをかな

での「悪魔

ムスリム

ろな意味で

ﾏｯ

ッジの巡礼は

ジ」とは、ヒジ

行われる、マ

ムが行うべ

問する』）であ

てくる。 

ダは、マッカに

いとなる。空

ハッジター

。そしてバ

である。ジ

ッカに集ま

「儀式の連続

たムスリムは

布）に着替え

バ神殿から数

は、カーバ神

２００万人

ート」の野

え続けるそ

に、マッカ郊

柱があるので

巡礼を全て済

だ。 

がある人だけ

ジェッダに残

なり強化して

魔ばらい」の

ムの人たちに

で「すごい」

ｯｶ、ｶｰﾊﾞ神殿

は何をしてい

ジュラ暦の

マッカへの巡

べき「五行」

あるため、毎

に入るムスリ

空港や港は人

ミナル（簡易

ス。このバ

ジェッダの政治

ったムスリム

続だ。」と教

、全身を洗い

え、カーバ神

数百メートル

殿から２０

人以上のムス

野では、そこ

うだ。この日

郊外の「ミナ

で、それに対

ましたムス

けしか巡礼に

残る人も多く

いるとのこ

最中に亡く

とっては、何

と感じてし

殿に集まるﾑ

るのか？ 

１２番目の月

巡礼の旅のこ

の一つ（『一

毎年 200 万人

リムの玄関口

であふれ、大

易宿泊施設）

スに乗ってマ

治的な機能も

ムは何をして

えてくれた。

い、爪を切

神殿に集まる

ル離れた「マ

ｋｍ離れた

リムが一斉

にある「ラフ

日は巡礼が最

の谷」に戻

対して、石を

リム達は、巡

に参加できな

、サウジ政府

とだ。さらに

なる人も多い

何でもないこ

まう。その

ﾑｽﾘﾑ 
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月（ズール・

ことを指して

一生に一度は

人以上のムス

口にあたるた

大変混雑す

）にも人・人

マッカまで向

もストップ状

ているのだろ

。ズールヒッ

り、体毛をそ

ということ

ルワ」「サフ

「アラファー

に移動する光

フマ山」で、

最高潮に達す

る。そこに

７個投げる。

巡礼の成功を

これが

り、これ

ている事

というも

多いと聞

ねたと

なムス

行かない

と、「こ

る。とて

なくなってき

府も不法滞在

に、毎年、巡

いと聞く。

ことかもしれ

中でも、私

ヒ

てい

はマ

スリ

ため、

る。

人 

向か 

状態となる問

ろうか？そん

ッジャ（１２

そり、身を清

だ。そして、

ファ－」とい

ート」の野に

光景はものす

日没までず

するようで、

は、「ジャム

。これは「悪

を祝って羊や

が巡礼の全て

れを２００万

事を考えると

ものを考えさ

聞く。アフメ

ころ、「No！

リムであるイ

いのか」不思

この時期は、

ても泊まるこ

きている現状

在として問題

巡礼に来て、

れないが、日

自身が一番に

問題も起こっ

んな疑問をア

２番目の月）

清める。そし

、神殿の周

いう２つの丘

に移動。９日

すごいもので

ずっと立った

日没後は、再

ムラート」と

悪魔払いの儀

やヤギ、ラク

てであるが、

万人以上のム

と、イスラム

させられてし

メド氏に「巡

」という答

イエメン人の

思議に思い、

宿泊施設の

ことができな

状があるよう

題にしている

マッカのカ

日本人の私た

に感じたのは

ﾑｽﾘﾑが集

っている。 

アフメド氏に

の７日目ま

して巡礼儀（

りを左回りに

丘の間を３往

日目の昼ごろ

であると言わ

たまま「我、

再びマッカに

とよばれる悪

儀式」と呼ば

クダ、牛など

本当に儀式

ムスリム達が

ム教の教えの

しまう。しか

巡礼にいくの

答えが返って

のアフメド氏

その理由も

値段がものす

ない値段だ。

だ。また、巡

る。近年は、

カアバ神殿や

たちから見る

は、「宗教」

集まるﾊｯｼﾞﾀ

にぶつけてみ

までにマッカ

（縫い目のな

に７周する。

往復半する。

ろまでには到

われている。

神の御前に

に移動する。

悪魔を象徴し

ばれている。

どを食べると

式の連続であ

が一斉に行っ

の強さ・深さ

かし、問題も

のか？」と尋

てきた。熱心

氏が、「なぜ、

も尋ねてみる

すごく上が

」とのこと

巡礼に来て、

この取り締

や、ミナの谷

ると、いろい

というもの

ﾀｰﾐﾅ

み

な

到

に

し

あ

尋

心

締

谷

い

の



 

のすごさだ

世界の人の

る」と考え

 

４．ジェッ

 ジェッダ

戦争などを

「数多くの

 

（１）アラ

 サウジア

全学年で「

プト人の女

ないため）

したり、単

 先にも述

にとっては

アラビア語

 アラビア

しており、

るので、こ

日本語の草

はよくして

 また、方

ているが、

わってしま

た方が通じ

 

（２）アラ

 現地理解

化や歴史、

の結びつき

 

 【現地の

 ①サウジ

 サウジア

持つ者がい

歴史や文化

「アッラー

がれたもの

だ。神を信じ

の５人に１人

えざるを得な

ッダ日本人学

ダ日本人学校

を機に、児童

の体験を・・

ラビア語の学

アラビア教育

アラビア語」

女性（サウジア

で、児童生徒

単語の読み書

述べたが、ア

は厳しい面も

語を買い物の

ア語は、30 種

書き順から

ここにも抵抗

草書体のよう

ていた。 

方言が多いこ

サウジアラ

まうこともあ

じたりするの

ラビックタイ

解を進めるた

自然など、

などについ

の文化を知る

ジアラビア日

アラビア人の

いる。その方

化について話

ーは唯一の神

のであるから

じ、教えを信

人がムスリム

い。しかし

学校の教育活

校は、一時期

生徒数が減少

・」という意

学習 

育省からの通

」の授業を行

アラビア人の

徒は「あいさ

書きを熱心に覚

ラビア語はか

あったが、子

際に活用し

種のアルファ

しっかりと学

抗感を感じさ

に一筆書き

とも難しさ

ビアの中だ

った。「水」

である。 

ム～現地を

めに、ジェ

いろいろな角

ても一緒に学

学習】 

本留学生に

の中には学生

方に来ていた

話をしてもら

であり、ムハ

口にしない

信じているム

だと言える。

、私自身は感

動 

８０人もの児

少。平成２

意識を常に持

達もあるた

行っている。

の女性は労働

さつ」を中心

覚えたりして

かなり難しく

子どもたちは

たりする子も

ァベットと 10

学ばなくては

せられてし

で書かれる

を感じさせ

けでもたくさ

は共通語で

知る学習～

ッダ日本人学

角度から学習

学習するこ

よる講演会

生の時に日本

ただき、日本

らった。サウ

ハンマドは唯

こと。でも、
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スリムは世界

。この人数の

感じることは

児童生徒が在

１年度は６名

持ち、特色あ

め、週に１時

現地講師は

働することが

心に会話の学

ていた。 

く、小学校低

は、楽しみな

もいたようだ

0 種類の数字

はならない。

まう。さら

。「ミミズが

られる点だ

さんの方言が

では「マ（マ

学校では、ア

習を行ってき

とができた。

本に長期留学

本語でサウジ

ウジアラビア

唯一の預言者

、日本にいた

界にはおよそ

の多さからも

はできなかっ

在籍していた

名にまで減っ

ある教育活動

時間、

はエジ

ができ

学習を

低学年

ながらアラビ

だ。 

字で表される

また、アラ

にアルファベ

がはっている

った。「フス

が使われてお

マァ）」と言う

アラビックタ

きている。そ

 

学した経験を

ジアラビアの

アの国旗には

者」とアラビ

た時チャーシ

そ１２億人も

も、イスラム

ったが・・・

たが、湾岸戦

ってしまった

動づくりに取

ビア語を覚え

る。一つ一つ

ラビア語は右

ベットを連結

るみたい」と

スハー」と呼

おり、国が変

うが、ジェッ

タイムという

その中で、サ

は

ビア語で書い

シューメンが

もいると言わ

ム教には「何

・。 

戦争やテロ事

た。しかし、

取り組んでい

えていた。ま

つを見ても、

右から左へと

結させて表記

という表現を

呼ばれる共通

変わると、単

ッダでは「モ

う時間を設け

サウジアラビ

いてあること

がおいしくて

われている。

何か魅力があ

事件、イラク

児童生徒に

いる。 

また、覚えた

独特な形を

横書きされ

記するので、

を子どもたち

通語が存在し

単語自体が変

モヤ」と言っ

け、現地の文

ビアと日本と

と。豚肉はけ

て思い出にな

あ

に

た

れ

し

変

文

け

な



 

っていると

ていたこと

についてや

できてから

多く、驚き

 

 ②アラビ

 アラビア

いて学習す

う意味合い

いた。出来

ると共通点

もたくさん

の？」「カー

丁寧に答え

 

【現地を知

 ①日本へ

 ジェッダ

殖業」を行

ので、現地

の養殖の仕

ジまで全て

いろいろな

 

 ②日本か

 ジェッダ

たたくさん

来ているの

とができた

る地図を見

ことができ

 

いうちょっ

も日本語で

や、日本のア

ら最初の１０

の声を上げ

ビア料理に挑

ア料理の中で

する取り組み

いで行ったの

来上がったサ

点などを発見

んいた。 

ーバ神殿には

えてくださっ

知る学習】 

への輸出 No.2

ダの南には広

っている。原

地理解の一環

仕方から加工

てを見学させ

な国の技術が

からの輸入「

ダには大きな

んの車もこの

のか。また、

た。まずは、

見ながら、コ

た。 

とした笑い話

答えてくれ

ニメ・漫画が

年は禁止され

げる子も少な

挑戦！ 

も、比較的有

を行った。ア

で、多くのア

ンブーサを試

見したりする

 

 

 

教

の

つ

は何が入って

たので、ま

2は養殖エビ

広大な土地が

原油の次に輸

として「エビ

工・箱詰めまで

せてもらった。

取り入れられ

車を運ぶ船」

港があり、そ

港へ入って

どんな工夫や

日本から出港

ースを確認

話なども交え

たので、現地

が今サウジア

れていなかっ

くなかった。

有名な「サン

アラビア語の

アラビア語単

試食して、

こともできた

③日本人ム

ハッジの巡

に、日本人ム

教の教えに関

の関心も多く

ついての理解

ているの？」

た一つイスラ

ビ 

あり、その海

輸出量が多い

ビの養殖場見

での過程、日

。広大な土地

れている事も

」の見学 

そこへは、海

くる。その船

や苦労がある

港した船を海

したり、たく
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えながら講演

地理解を深め

アラビアでは

ったことなど

。 

ンブーサ」作

のエジプト人

単語を用いな

日本の料理と

た学習となっ

ムスリムとの

巡礼で「何を

ムスリムの方

関しては、見

く、いろいろ

解を深めるた

「どんなこと

ラム教につい

海沿いでは「

いということ

見学」に行っ

日本輸出用の

地、雨の少な

も知ることが

海外からいろ

船がどのよう

るのかを知る

海外で見るこ

くさんの車を

演をおこなっ

めることがで

は流行ってい

どなど、子ど

作りに挑戦し

人講師に依頼

ながら、児童

との違いを感

った。学習後

の学習“ハッ

をしているの

方に来ていた

見たり聞いた

ろな疑問を持

ために学習会

とをしている

いて深く知る

「エビの養

ともあった

った。池で

のパッケー

い気候など養

ができた。

ろいろなもの

うなもので、

るために、実

こと自体が大

を傷つけずに

ってくれた。

できた講演会

いる事。アル

どもたちにと

しながら、ア

頼してアラビ

童生徒は楽し

感じたり、日

後、家でもう

ッジ巡礼に参

のか？」とい

ただき、学習

たりすること

持っている。

会を開いた。

るの？」など

るきっかけに

養殖に適した

のが運ばれて

どのような

実際に船の見

大きな驚きで

に運ぶ数々の

児童生徒が

会となった。

ルコールはイ

とって興味が

アラビア圏の

ビア語の授業

しみながら活

日本の○○の

う一度チャレ

参加して・・

いう疑問を解

習会を開いた

とが多いので

その中で「

「なぜ、マ

どストレート

にもなった。

た条件が整っ

てくる。日本

なコースでジ

見学を中心に

であったが、

の工夫を発見

が疑問に思っ

女性の衣装

スラム教が

が深い話題が

の食べ物につ

業の延長とい

活動を行って

の味に似てい

レンジした子

・” 

解決するため

た。イスラム

で、児童生徒

「ハッジ」に

マッカに行く

トな質問にも

 

っている事、

本から運ばれ

ジェッダまで

に学習するこ

運転席にあ

見したりする

装

つ

い

て

い

子

め

徒

に

れ

で

あ



 

 ③サウジ

 サウジア

のように作

学を行った

水から作っ

日本のよう

えている。

ることがで

を発見する

 

 その他に

区へ見学に

ものを体験

いろいろな

 

（３）英語

 保護者か

よる週２時

ことを身に

国校・ｺﾝﾁﾈ

 
（４）日本

 海外の地

きた。授業で

いのぼり集

り、行事に

することが

イカ割り」

組んだりす

意識した取

 
５．社会科

 ３・４年

め、今まで住

そこで、『身

の違いを見

調べたり、

 
（１）「買

 サウジア

ジアラビアの

アラビアでは

作られている

た。まず驚く

っているとい

に浄水場で

この見学で

できた。そし

ことができ

にも、歴史を

に行ったり、

験したり、身

な視点から現

語教育の充実

からの強い要

時間の英会話

につけるため

ﾈﾝﾀﾙｽｸｰﾙなど

本文化を大切

地にいるから

ではなかなか

集会」「七夕集

にあった作品

ができた。また

を体験させ

するなど、一

取り組みを行

科の学習の中

年生の社会科

住んでいた地

身近なところ

見つける』学

共通点を見

い物はどち

アラビアには

水 

は、水は大変

のかを知る

べきところ

いうことだ。

で水が作られ

では、海水を

してまた、こ

た。 

を学ぶために

郊外の小砂

身近にある紅

現地理解を進

実 

要望もあり、ア

話。オリジナル

の英語の授業

ど）で発揮す

に・・・ 

こそ、日本

かできること

集会」「豆ま

品を作ったり

た、紅海に学

せたり、音楽

年間を通して

行ってきてい

で行った現

科の学習では

地域（日本）

ろから謎を解

習展開を試み

見つけて、サ

らがしやす

数多くの品物

変貴重なもの

ために「海

は、この国

雨が少ない

れているわけ

どのように

こでも日本

「Old Jedd

砂漠で、ジェ

紅海へ行き、

め、深める活

アラビア語圏

ルのテキス

業も週２時間

することがで

本の文化に触

とがなかった

き集会」を

、ゲームを

学習に行った

楽では「和太

て、「日本文

る。 

地理解教育

、『地域』に

と現在の生活

解き、日本と

みた。子ども

ウジアラビア

すいだろうか

物をそろえた
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である。そ

水淡水飲料化

では、生活

、川がない

ではなく、海

して真水に

の技術が使

ah」と呼ばれ

ッダには少

海の生き物

活動を行って

圏だが、英語

トを使って行

間おこなって

できるように

れることを意

たが、児童生徒

行い、行事

考えてみん

た際には、海

鼓」の演奏

文化に触れる

に着目して学

活とを比較さ

との共通点を

もたちは、日

アを身近に感

か？」（３年

た大型スーパ

の貴重な水が

化工場」への

に必要な水を

ということか

海水を真水に

しているかを

われている

れる歴史保存

ない砂漠とい

を観察した

てきている。

語の学習にも

行う朝１０分

ている。身に

にもなった。

意識して行っ

徒会行事で、

の由来を調べ

なで楽しんだ

海のイベント

に継続して取

」というこ

学習を進めて

させながら学

を探る』学習

日本との違い

感じたりしな

：『スーパー

パーがあり、

がど

の見

を海

から

に変

を見

こと

存地

いう

りと、

 

も力を入れて

分の英会話学

に付けた英語

 

って

、「こ

べた

だり

「ス

取り

とを

いくた 
学習を進める

習展開や『日

いに驚きなが

ながら学習を

ーマーケッ

日本人家庭

現

七

ていた。現地

学習。さらに

語の力を、交

ることが可能

日本とサウジ

がら現地の文

を進めていっ

トではたら

庭のほとんど

現地の植物を

七夕のかざり

地採用講師に

に、文法的な

交流学習（韓

能であった。

ジアラビアと

文化や生活を

った。 

く人』） 

どがそのスー

を生かした 
つけ 

に

な

韓

ー
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パーを利用している。そこで、この単元では、サウジアラビアと日本のスーパーの違いを見つけるため

に、『どちらが買い物しやすいか？』という課題からスタートし、家庭にアンケートをお願いして調査

活動を行った。 
 子どもたちは、学校行事の際に買い物にも行っているので、サウジアラビアのスーパーの大きさや品

物の数の多さ、日本との買い方の違いなどをある程度おさえていたが、改めてアンケートを行ったこと

により、数多くの違いを知ることができた。また、違いをおさえる中で日本のスーパーの良い点を数多

く見つけ出したり、システム（発注・輸送など）の素晴らしさに驚いたりもした。さらに、『鮮度』と

いう点では、日本とサウジアラビアでは大きな差があったので、児童は、「なぜ、日本の野菜や魚は新

鮮なのか？」という課題を自ら作り上げ、熱心に調査することができた。 
 
（２）「ゴミの捨て方の違い」（４年：『ごみのしょ理とりよう』） 

 この単元では、まず、サウジアラビアではゴミの処理がどのように行われているかについて調べる活

動からスタートした。家から出たゴミは、道端にあるゴミ捨て場に集められ、ゴミ収集車によって運ば

れるところまでは簡単に追求できたが、『日本ではゴミを分別しているのに、サウジアラビアでは全部

一緒に捨てている』という違いを発見し、ゴミの捨て方の違い・ゴミの行方を調べていくことにした。

（サウジアラビアでも近年リサイクルが始まり、ビン・カン・ペットボトルを分別するようになってき

ているが、日本とは大きく違う）残念ながらゴミが捨てられているところを見学することはできなかっ

たが、記録写真を探っていくと、サウジアラビアでは航空機の機体までもが一緒に捨てられているとい

う、衝撃的な写真を見つけ、日本との大きな違いを知ることができたとともに、『サウジアラビアは国

土が広い（土漠や砂漠がたくさんある）から、このようなことができるが、日本は国土が狭いので、同

じことはできない。だから分別やリサイクルをすること、ゴミを減らすことが大事である』という結論

にも達した。「ゴミの捨て方の違い」を入口として、「ゴミを減らすことや分別・リサイクルの大切さを

知る」という部分にまで到達させることができた。 
 
（３）「なぜ、水を飲まないの？」（４年：『水はどこから』） 

 「水はどこから」では、『日本の水（蛇口から出る水）は飲めるけど、なぜ、サウジアラビアでは水

（蛇口から出る水）を飲めない（飲まない）の？』という問いからスタートし、日本の上水・サウジア

ラビアの上水、それぞれについて「水の旅」を調査した。 
 サウジアラビアでは、水は大変貴重なものである、時期によっては水不足にもなり、学校も断水する

ことがしばしばあった。しかし、上水は完備されており、学校や各家庭には日本同様に数多くの蛇口が

ある。ところが、飲み水は必ず購入しているため、その部分に着目させ、『水はどこから』『どのような

方法で』運ばれてくるのか。そして、『飲める・飲めない（飲まない）の差は何なのか？』を探る学習

活動を行った。 
 まずは、学校の水がどこから、どのように来ているのかを調べることにした。ここでは、現地職員の

アフメド氏にインタビューしながら調査する方法を取り、学習で身につけてきているアラビア語や英語

での会話も取り入れながら、学校内の水の通り道をおさえた。校外の部分に関しては、ジェッダ日本人

学校が持つ副読本『わたしたちの住むサウジアラビア』を使って調べたが、古い資料であったため、内

容をアフメド氏に確認したり、実際にアフメド氏と校外に出て、水の通り道を教えてもらったりしなが

ら調査活動を進めた。先にも述べたが、水はこの国では非常に大事なものであるため、貯水場などは大

変厳しい警備がおこなわれていた。 



 

て使用され

きたととも

 子どもた

本と同様「

たのではな

 この単元

て学習を進

水する工場

水器をつけ

たことも良

 
（４）サウ

 『古い道

具、それら

サウジアラ

させた。日

が、現地理

 導入には

えずにいる

ろうか？』

りと見たこ

しかし、副

や何のため

そこで、

れたりしてい

もに、「検査」

たちは、見学

「検査」や「

ないかと考え

元では、サウ

進めることが

場があること

けて飲んでい

良かった。 

ジアラビア

道具と昔のく

らを使ってい

ビアで使わ

本の古い道

理解を進めて

は、子どもた

人々）の生

という問い

ことがないた

副読本では「

めに使ってい

現地職員（

る。見学を

や「消毒」

学を行うこと

消毒」をしっ

られる。 
ジアラビアの

できたので

」を見つけ

る人がいる

アの昔の道具

らし』では、

たころの暮

れていた道具

具は、なか

いくことが

ちが見たこ

活で使ってい

かけから切

ため、まずは

マバハラ（写

るのかは謎

アフメド氏）

していく中で

がしっかり

によって、ジ

っかりと行っ

の水について

はないかと感

出したり、現

ことを聞いた

具（４年：『古

、「古くから

らしの様子」

具について調

なか手に入

できる機会

とがある道具

いる道具（写

り込んでいっ

、副読本『

写真①）」「ダ

のままであっ

）にインタビ
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 子ども

ラビアの

海水淡水

にはある

市民にと

が分かっ

めている

衝撃も大

 日本に

し消毒さ

した。ここ

ジェッダ

見学に行

 この工

んでいる

居）では飲

で、海水がど

りと行われて

ジェッダの水

っているかど

て学習を深め

感じている。

現地（サウジ

たりするなど

古い道具と昔

ら残る暮らし

」などを調べ

調べる学習か

らないという

とも考えた。

具であり、ベ

写真①・②）

った。子ども

わたしたちの

ダッラ（写真

った。 
ビューしなが

たちが一番驚

上水）は海水

水化工場とい

。普段は何気

っては欠かす

た。「ジェッ

のではない

大きかったの

ついては教科

れたり、検査

こにポイント

ダにある海水淡

行く際に確認す

工場では、海水

。作られた水

飲み水として

どのように真

ていることを

水事情を知る

どうかという

めながら、日

また、学習

ジアラビア）

ど、学習の発

昔のくらし』

しにかかわる

べるために、

からスタート

う現状もある

 
ベドウィン

を提示し

もたちは、見

の住むサウジ

真②）」とい

がら解決する

驚いたことは

水から作られ

う水を作る大

気なく見てい

すことができ

ッダには川が

か。」という予

ではないか

科書を中心に

査が行われた

トがあるかも

淡水飲料水化

することにな

水を飲料水に

水は、コンパ

て使われたり

真水になるか

知ることも

るとともに、

う部分で決ま

日本の浄水場

習の最後には

人の中には

発展や深化に

） 

道

ト

る  写真①

（アラビア半

『これは何だ

見たことがあ

ジアラビア』

う名前だけ

る方法を、こ

は、学校の水

れていること

大きな工場が

いた工場だが

きない工場で

がないから、

予想を立てて

と思われる。

に調べ、浄水

たりしている

もしれないと

化工場（SAW
なった。 
に加工し、ト

パウンド（外

り、ジュース

かについて知

できた。 
飲料水にな

まってくるこ

場についても

は、「日本でも

は、日本同様

にもつなげる

①    写

半島で昔から

だろう・何に

あるが、注意

』を使って調

しか分からず

ここでも利用

水（サウジア

とであった。

がジェッダ

が、ジェッダ

であること

わき水を集

ていたので、

 
水場で繰り返

ることに着目

いうことで

AWACO）へ

トラックで運

外国人集合住

スの原料とし

知ることがで

なるかは、日

こともわかっ

も関心を持っ

も海水を真

様、蛇口に浄

ることができ

写真② 

らの生活を変

に使う道具だ

意してじっく

調べてみた。

ず、使い方

用し、現地理

ダ

集

返

で、

運

住

し

で

浄

変

だ

理



 

解を進める

てもとらえ

アフメド

何か。』の２

具はより便

 

アでも道具

海外の地

ことができ

ことがわか

 
６、終わり

 サウジア

との出会い

いろいろな

 そして、

や歴史があ

誇りをもっ

に「自国の

さにその通

 また、実

深めたり、

ってくる。

「聞く」と

きた。 
 この貴重

いく上でも

ため解決方

えて行うこと

ド氏とは、事

２点について

便利なものへ

具が便利にな

地では、日本

れば、子ど

かり、自分自

に・・・ 
アラビアで３

い。気候や文化

な分野で刺激

私が一番印

あり、それを

ているとい

の文化を大事

通りであると

実際に見たり

興味を広げ

そして、その

いう活動を通

重な３年間の

も忘れないよ

方法の一つと

にした。 
前打ち合わせ

て必ず話をし

へと移り変わ

っているとい

のように必要

もたちに高い

身にとって

年間は、常に

化が全く違う

激を受けるこ

象に残ってい

大事にしてい

うことだ。そ

にしているか

も感じた。 
、聞いたりす

たりするに

のためには、

通して現地理

経験を日本

うにしてい

して定着を図

せで、『何の

してもらうよ

っているとい

実

いて

たの

いも

日本

きた

ま

変わ

いう共通点を

要な教材がな

い関心を持た

も大変貴重な

に驚きと発見

う生活。その

ともできた。

いる事は、当

いる国民がい

それを肌で感

からこそ、他

することの大

は、「単元の

その国の素

理解を深めて

に戻ってか

きたいと考え
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図ることも試

のために使わ

ようにした。

いうことも一

実際にインタ

てもらったり

ので、貴重な

ものとなり、

本の昔の道具

た。 
また、日本の

わってきてい

を見つけ出す

なかなか手に

たせながら、

な経験となっ

見の連続であ

ような中に

。 
当然のことで

いること。自

感じることが

他国の文化も

大切さを改め

の導入で如何

素材を有効的

ていくことが

ら少しずつ還

える。 

試みた。また

われているか

これは、昔

一緒におさえ

タビューした

りするなど、

な体験にもな

マバハラを

具調べにも意

の昔の道具を

いるのか。」と

すことができ

に入らないが

学習のねら

った。 

あった。イス

ある日本人学

ではあるが、

自分たちの言

ができたこと

も尊重できる

めて感じるこ

何に引き付け

的に教材にし

ができるとい

還元していく

た、アラビア

。』、『今、こ

昔の道具に注

えたかったか

た時も、マバ

その場で使

なった。子ど

土産として

意欲的に取り

調べる際に

という点や、

きた。 
が、現地のも

らいをおさえ

スラム教とい

学校。学ぶべ

それぞれの

言葉を大事に

とは、貴重な

る」という言

こともできた

るか。」とい

していき、子

いうことも授

くとともに、

ア語を活用す

この道具に変

目するだけで

からである。

バハラを使っ

使い方を実践

どもたちの関

日本に買って

組んだりす

も、「今はど

日本でもサ

ものを上手に

えた授業づく

いう盛大で神

べきことが本

の国にはそれ

にし、自分た

な体験でもあ

言葉をよく聞

た。子どもた

いうことが最

どもたち自身

授業実践で学

自分が授業

する機会とし

変わるものは

でなく、道

 

て香木をた

してもらっ

心も大変高

て帰ったり、

ることがで

どんなものに

サウジアラビ

に教材化する

りができる

神秘的な宗教

本当に多く、

れぞれの文化

たちの生活に

あった。さら

聞いたが、ま

たちの理解を

最も大事にな

身が「見る」

学ぶことがで

業を構築して

し

は

に

ビ

教

化

に

で

て


